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は重視されていなかったので,それらの評価は低かっ

自家汚毅の皮合いが深刻化 してきたので,再び藻類と

一般に藻類は二酸化炭紫を吸収して酸兼を放出する
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緑藻類アナアオサ t 押伽sの酸素収支の日周変化
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たようである｡そのような趨勢は,その後,J

0年代まで続いた｡1 0年ころから,煮魚に伴 う
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J.j-.が.魚介類は逆に,酸寮を吸収 して-酸化炭素を放. 

'

するので,両者の複合塵嫡は.相互扶助機能を活用し

た合理的な養殖システムといえる-｡そのような意図
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らをはじめ,

から平 EEZJは 1 4年に トラフグ什稚魚とアナアオ nは,アナアオサとマダイ,ヒラメ,ク

サの裡合飼育による牲宙生産やアナアオサの脱藩によ ルマエビなどの複合鋼軒を試行 し,それぞれその複合

る軽通気柾包輸送を試行 したが,当時はまだ環境問題 生殖は有為な生態効果をもたらす旨,報告 している｡
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HIR̂T̂andKo川RATAH'はそれらの結火をイスラエル千

のシンポジウムで抑介したが,それと州l打後して イス

P( e t l J R . F I らラエルでもsHljELI.,/I■ l や NE)letIII< 7
( )

によってflt締的にアオサ/ と魚介好iP･ Hi の枚介避雛が行わ

れるようになった｡

アナ7オサは栄作が稚いので掘 りかけ以外には人の

食川に供されていなかった｡また,その培掛 二間越 し

たLif)究も殆どなされていなかった.しか し,アナアオ

サは強靭なので轍介類との牲介避純に適 しており.そ

の叔増に関する知比が必掛 二なってきた それで平

山ら 'R は)占礎的にはアナアオサの収良l日月変化を凋

べており,山川研究としてアナアオサの.掛軸凝析は l;

■サを開発 し,'R川化 している｡また.紘らは.海lai/ド

門においてアナ7オサとマダイの俊介必姉を試行 し.K

三I l川 'のみの.凋溌であるが,慨射 ま990増JJHL, 二

酸化炭Rは 49減少 したと繊;=されている:-0 tT

しかし,植物は佼剛には粍化作川によって便衣を吸

収するので,それとの校合感触を行うに光i/ってりlLJLこ

における醸瀦lF渡と夜間における酸必 l'tとの比率を_ iiJE

把掘 しておくことが肝安である｡それで本jfL験は.光

に報FE･J したオニオコゼの轍滋消'セ;止の測'i)j班をTヱ i_ /Z-一
唯川してアナ7オサの倍滋生寝JTとその消竹 rと J匂( uの =.

変化を追跡調4たした

材料および方法

本'R験に供したアナアオサ UVlels( はl /.Prua小捻作 )

鹿児砧湾･1･ 沿lJ_から近地人草JIi lll k7Jll ';･ r'学部の n槻'験毛に

移植 したものであ り,格納後は人 r.海水 (ニューマリ

ンアー ト)で約 1カ)=r,3Lのフラスコ培超 した後,LJ

木'R験に供 した｡

7ナ7オサの酸捌 又文のiiIJJ立は FgI jした平川.'' l.に′く

ら2Jの ⊥ll動側'Ii態郡によって了rった.潜在醸崩.f 汁は 

=力端 j- JするYS-7 ミ(RC)は'をイ- l5暇を川いた｡呼吸キ

2個の メンブ レンフ ィルター川透明ガラスロー ト 

(35mI 7(ml ii水部をJ'イ)に糾介せて7 X2伸- 5) )のII r_'

作成した (Fg日｡供.Jアオサは I'f-',し,そのr畑i. i: g-I:1･ 大

に収布 したoi'水の塩分濃腔は sに調燈した"m 33pu


その飼 fl水は2T p･2
' +のペリスタポンプ (lP)を川い,

約 30mUln h合で =入部と排水軸から地紋的に揚ni J _の' ii

水し,タイマーによって 2千丁 二)Ji vl･ )の ノ-ll磁弁 ( V2

の ｢入り｣切り｣を交 7二 5/l｢ 1に作動 させ,それぞれ 1J

鰍 こF唱 Jの切り矢印 JIA'向き)と撫唆り矢印 (l向. (･ イ'

き)の )J I.二 ;'に擁部へ送水 した｡この操向へと交 (-t倍 i-J

作により呼吸宅の柁入水と排,I. 性を DOll水の倍崩液
メーターで測定 し,その佃は 15分晦に 2ペンレコー 

g1 c n CdLL r L nr r rFl Shelall l旦mm Ore叩 Irttl｡ ecoderor 
ChlrpyaUI.tet ..oohl v･Pr山I)
RC:epmtreimbrRsl oyhl e
Pl 2PI1qihCpmp& P'è.tll u s 
) gc h､Vl& V'-MantlCV乙1e

OS:Oxygensencer 

y- (EYELA-TR1250)で言上鎚 した


測定rR験は,1(6昨日 15Hから同 Ilほ での 711
9) l

日'鮭続的に行った｡呼吸毛は,｢ Ou 刷坂6Lガラス水槽の

中央部にJiiLVt その水柵はHt'たりのよい飼育室'Il IT.した

州別のす りガラス窓l掛 二 ' g中は,その設即したok験 J]

水付目こ瑞相 通/itを施 し,オニオコゼの飼市水を適 Tl

撒水することによって栄盛塩析の補給を子iった｡飼庁

水温は234 詮 ≦.℃に加弧サーモ語で調節 した｡つ験の初日

備別f' ‖ 録は-.は J'･ Tとし.J･.Llレコーダによる. .lPrlから 

6日間継続 した その際 ,照舷は小糸 r.紫

言

兜の岬
と

凪汁
で l1日 r･●I)''llt己した｡水弘はLi,1L(:L 温度計で下劫軌測 した｡ 

i録紙に.L録されたllli吸' :.己 il TI毛のテi･入水と排出水の椴崩

Lま . ' ' t･;ll ,.記録紙 1･から川.f.jr りの.-J情を求め,次J=

により酸射 日脚 lほn日
l

た

川

供
E

.日ー

l

｡なお,

l

H酸崩計の表

示l帥lIはnlg/lであったので.その衣示は,呼吸測定の 

/F求i三 V: /に換号‡した(. jにiTじて mLl


惟素的粥lIと(m[爪gpl)=(Dl-D2)町W
 
D.流入水の概射 1 /)= 日 mlA


Dコ= l. I mlL
流IJ水の恨崩iE( /) 

F=.川lI'たりの呼吸室の流 :三 3日'JLl I･M l 

W=アナアオサの,托;i (g' k)

結果および考察

酸素収支の日周変化

アナアオサによる 24日帥'J a-l.7均椴避収支は､r JT ･の L=Y1

Fl )に'J- 澱滋/ l Jの 7時ころからPEEI_ j,した 卜椎は IのLL. fJ 
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始され,そのピークは 10時ころに′ されたJ'( その後, 

の倍捌 史上のHI射 ヒ

アオサの削 ヒ作川によるものと止しわれるが. 日 中の 

L]t

_

･時的な椴超′l=_

i･ 

1時他 トす るが 14時ころ巾び :...iiiりを′Jミしたが.rl

投前後の 17時ころからマイナスへと 卜権した その

2時ころにおける 産の帖 Fが敵繁さ

れた｡この!Hこ閲してlmら4は.ポテンショメータ

はでアナアオサの成11を調べた紡Ji

時撒ばいすることが糾架きjしている 日中における頂

l.

)

1,･E良はl川lに300ml(Pgn l後.懲軌の 7時ころまでは椴避; 

程度でiH焚きitた 佼lE馴二おける較lI;

は 200-ii･

;の消灯 まアナJと

l‖

衣′錐の

に悩辿するのか,その原関は人帳状態とのi 消化をも

l--, ･帽低 卜とその成tとの 一時低下とがどのよう

■∧71.■J:
踏まえて今後の検討課徴である 
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り,夜F 二おけす総慨劇 i
''=..

l

lで

i'■あった｡したがってアナアオサによる慨ぶり工藤;はそ

)'

JT'36.･;の消 iiの 糾汗であったOこのようなも某から,7･ii

ナアオサの搬培は絹イ安を総介して見ると椴滋′ヒ庵のノ 

L;.より約4倍も.･いので.7ナアオサと魚介横

の校合避純は環境l米食の面でイ7 Rなことと思われ

と.が消ゴヤ; 

rr.7.
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'占本実験では蛍天日の方が雲 -つない快晴 Hよりlい:

比率が得られたが,丑天でもH馴tたり憩ったりの反孜 本論文をまとめるに当り,アナ7オサの成長 n周性

'L-に関するi正な実験でffL･をご数示 してくれた近鯉大学がアナアオサの代謝を刺激的に高めたものと推察され

Ifる｡特に呼吸量のような閉紙的環境では.快Hの場合

は水rPの -.酸化炭嚢の継続的利剛 こよる消減,つまり

･水魔研究所∩浜'R験場の相田 修教授,ll-九克也伸上,

山本Lf･司技術Ll.および近放火単品草離水産増殖学研

I-.究室 4阿/の竹rll樹氏に感謝する｡勺rIその補給がないので,こうしたアナアオサの代謝を低

下したものと思われる｡この点もアナアオサのIt稚等

に関適 して興味疎い関越であり,今後,アナアオサの 引用文献 

呼吸と成長と細胞形態等のパラレルな観察によってそ

の原因が解明されるであろう｡ 1)
 平田八郎 :アオサの利用と環境幡復(能登谷正浩

Fl編),成山′凱 I 2.
h',東京,pp 272-37､(2
000), 

要 約	 2) 平m八郎 :栽培弛乳 1)
1( .


3) 平tBJL郎 :避触,1(=).31


I-5,


7.(


64
19
( ). 

L8

).
L9
3- 64


7ナ7オサと魚介類の複合盛地における酸弟収支を 4) 許 披ij子･平rTl̂ 郎 :水産増殖,38(2).177- 2,
 

解明する目的で,アナアオサの軽易収支を日周変化の 19
( 90)
 

''
面から自動的に記拝 した.その測定は平mら-1のオニ 5) 艮派出 ).

).

･旺 

f･r

･ T l̂ 郎 :水産増柏.38(3 28

披描 ･上IIl八郎 :水産増殖,38(2

2-5 90,


オコゼの呼吸測定法に咋 じて行った｡アナ7オサは7 日990)
 

時から16-17時ころまでの nqlには酸顔放出により 6) 許 82
J-

L9).


17
7 ,
 

51
 

19
( 90).
その放出iiは約4000ml化gAlに遥 したが,夜間には200 

7) yナクスマE.平Dl̂ 郎 :水産増殖,39(2(n-300mlgnl程度の酸Rl吸収が観察された｡ 

19


II

一時低下が見られたが.それ 200.(

の-Ll

･n正午前後に酸糸放出-止の

は7ナアオサの/生理機構によるものと,lAわれた｡ ir

9L). 

披描 ･､ 2-).
m^郎 :水産用紙.40(2 207 ] 

^郎 :水産増殖,41 
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T,YAM Û(.HLilndM M ATSUDA Sui.<LrnZO,1･hl)ku.42(2). 

377-38l.(1994… 
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